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w AN-(Ⅹ∈RN ‥xl< .T2< ･･･<.TN)
と書くことにする.後で述べる Bruの定理を適用することによって,次の答が得られる.
至上 この固有値の確率過程は,確率 1で (^i)∈WANであり,次の確率微分方程式の解として
与えられる.
dAi't'-dBi't)+i:1≦,S N,jiiAi(i, 圭A,(i,dt, 1≦七≦Ⅳ,tEl0,-).










PAN(0,0;i,y,-筈 exp(瑠 〉hAN(y)2, PAN(S,Ⅹ;t,y)-孟 fA(i-S,y.x,h･k(y,,
o<S<t<∞,X,y∈w AN･ここで C克-(27T)N/2ntN=1r(i)である.また














































Jo-I2-(三冒), Jl-(冒三), J2-(苦 で ), 63-(去 _01)･
以下 Ⅳ≧2として,2Ⅳ ×2Ⅳ の行列













































































W完-(Ⅹ∈RN :l.7:lI< .T2<･･･<.TN)としてLJ(0)∈WR とすると,確率 1で LJ(i)∈
w隷,∀t∈(o,∞)である.また,
h･DN(x, - 1≦具 〃(tTぎー 勅 CD(i,y.tT,-義 (e-(y-･T,2,2t+e-(y･.T,2'2t),
fB(i,ylx)- 1≦甑 [GD(i,yj,tTi,], X,y∈WB
とすると,このLJ(i)の遷移確率密度関数は
捕 (0,0;i,y)-
｢N(2N-1)/2
(Tli' exp(甥 hDN(y,2,
pB(S,Ⅹ;i,y)-義 fB(i- ,ylx)hB(y),
o<S<t<∞,X,y∈wR(ただしCB-(7T/2)N/2ntN=1r(2i-1))で与えられることが分かる･
上の表式から,LJ(t‖ま原点に反射壁がある場合の,以下の条件を満たす,正の領域のN個のブラ
ウン粒子の運動を記述することが分かる.
(i) i-0にすべて原点からスタートする.
(i) t∈(0,∞)で互いに非衝突.
(ii) 粒子は原点にある反射壁と完全反射する.
Remark3. Case2とCase3はそれぞれ,AltlandとZirnbauer(1996,1997)によって導入され
たclassC,classD とよばれるランダム行列集団の固有値分布関数と一致する.WL,柱 A,C,D
はそれぞれ,A〃_1型,C〃型,β〃型のWeyl領域(Weylchamber)とよばれる.これらは,古
典群に対するWeylの表現論と関係する.classCとclassDのクラスに属する行列は,エルミー
ト性≡(i)I-≡(i)に加えて次の対称性をもつ;≡(i)T∑2--∑2≡(i)(classC),=(i)T∑1--∑lE(i)
(classD)･別の言い方をすると,712_(2N)とSp(N,C)∩7イ(2N),711_(2N)etso(2N,C)∩71(2N)
である.
3 おわリに
本報告書では,時間的に斉次な非衝突拡散過程についてだけ記述した.時間的に非斉次な非衝
突拡散過程と多層ランダム行列模型に関しては,参考文献に示した論文を参照していただきたい･
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